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ご質問に対して、過去静摩擦係数の変動要因解析と定義改正をした
経緯が参考になると思いますのでご紹介します。

経緯としては従来のATFから変速ショックが改善されるオイル検討
の際に生じました。

実機の静トルク測定はOKだったが、実機耐久試験でクラッチが滑っ
てしまい、最終的に設計変更して対策しました。ここで重要なポイ
ントが2点あります。



まず1点目として、μsはいつも一定という思い込みです。

解析事例「湿式摩擦材のμｓに及ぼす要因解析、トライボロジー会

議1994金沢」の抜粋を添付します。図１はμｓの測定イメージです

が、回転が立ち上がると同時にトルクが立ち上がり、その頂点をμ

ｓとすることは異論がないと思います。これは一般的に静摩擦係数

は動摩擦係数より高く出るという概念とも一致します。しかし、結

論から言うと今回のケースはμsが測定前負荷状態によって変わるこ

とが分かりました。また、回転数をどこまで下げていってもμｓの

特異点はありませんでした。図３は測定回転数によるμの図です。

回転数を下げていっても特異点はありませんでした。これとは別に

極低すべり速度でT/P試験をしてもμ特異点はありませんでした。



図8は、回転吸収ダイナミック試験前後のμ比較です。ダイナミック

試験後の摩擦材、セパレータをそれぞれ脱脂、両方とも脱脂してμ

ｓを測定し、その状態でμｓを再測定（スタティック負荷後）して、

さらに再びダイナミック試験をしてμｓを測定しました。結果、ダ

イナミック試験負荷後のμｓの方がスタティック負荷後のμｓより大

きくなりました。これは、高負荷時に摩擦材表面にトライボフィル

ムが生じ、スタティック負荷時に剥がれたためと考えられます。こ

れらの結果を受けて、湿式摩擦材の摩擦試験方法のμs定義を図Aの

ように改訂しています。ここで()内のμs、μtは自動変速機油の

JASOM348で用いられる記号です。



2点目は、手動計測による思い込みです。添付の実機μ測定例のよ

うにトルクアームを用いて、クラッチが滑り始めたところを静摩擦ト

ルクとしていませんか？特に湿式クラッチの場合は図３にあるように

μｓの特異点が見られません。では人はどこで静摩擦トルクと判断す

るかですが、手感でトルクが大きくかつ滑り始めたと判断されるポイ

ントで、図３のようなμと速度の関係においてもマクロにスリップし

たと思われる1rpm前後と考えられます。試しに極力ゆっくりトルク

アームに力をかけた場合の回転開始ポイントとはずれてくるはずです。

そこで、手動による測定ではなく、モータに負荷をかけていった時の

決められた回転数の時のトルクの値を静摩擦トルクとするようになっ

てきています。
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ユニット

人がトーションバーを使って手感で測定

AT実機静トルク容量測定方法



µsとは？

一般的に静摩擦係数は動摩擦係
数より高いとされ、経験的にも
物を動かす際、最初は大きな力
が必要なので静摩擦係数は高い
んだなあと思っている。
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